
 

 

 

★暑くても最後までがんばれた！ 

５月２５日は大変暑い一日でしたが無事に運動会を終えることができました。テン
ト内の閉会式となり整理体操等のプログラムを変更することに
なりましたが、大きな混乱もなくほぼ予定通りの内容であったと
思います。子どもたちは暑い中でも予想した以上に競技に挑む姿
がありとても盛り上がった内容になりました。（閉会式に出番のあ

った係の子どもたちは残念でしたが…） 

地域、保護者の方のご協力に感謝申し上げます。特にＰＴＡ役
員、地方分会の方々の巡回や清掃など、細部にわたる活動に対し
あらためてお礼申しあげます。本当にありがとうございました。 

★今後の暑さ（熱中症）対策 

 今回の運動会では例年の雨の心配から一転して、暑さ対策に対応しなければならな
い状況になりました。休憩やミストなど予防策を取っていましたが、本部テント内の
気温が３２度を超え（テント内温度計による）やはり数人は救護のテントに来て対応
することになってしまいました。暑さ対策のためでもある５月開催の運動会もなかな
か理論通りにはならないものです。晴れでも、雨でも対策を取る時代なのでしょう…  

 今後は「５月の熱中症」という新たなキーワードを重要視しながら次年度の運動会
を検討していきたいと思います。 

※例えば木陰での設営（簡易ファミリーテント）が可能になるように設置区域を現状より広げるなど  

お願い 

○日頃より地域、保護者の安全、安心の見守りにご協力いただいておりますが、子どもたちの登下

校中の歩き方（道に広がっている…バラバラに来ている…）に関しては、地域のご指摘が数件あっ

ています。学校での指導と同時にご家庭での安全指導（ルールを守る等）に今一度のご協力をお願

いいたします。 

お知らせ 

○夜須中学校から５人の生徒が来て、職場体験(6/5～6/7)を行っています。

三日間の体験から「教師の仕事」の大変さ、素晴らしさを少しでも学んでほ

しいと思います。 

 

 

教室環境が“潤い”を与えます 

学校や学級の作品の掲示そのものは一人一人の作品の良し悪し

ではなく、作品全体が伝えるメッセージに価値があります。例えば、

運動会での思い出やエピソードは掲示されている空間そのもので

温められながら「ああだったね…」「こうだったなぁ…」などと鑑

賞していく子どもたちが育ちます。作品を通した自分との対話や他

者とのコミュニケーションはお互いに潤いを与えるものです。 
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運動会で使ったものの掲示から… 

真剣にメモを取る中学生 

閉会式は変更して… 


